
宗谷教職員組合・「宗谷情報」 Ｎｏ．５    平成２６年６月３日発行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

宗
谷
の
学
校
づ
く
り
に
は
、
民
主
的
な
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
校
長
先
生
を
先
頭
に
、
目
の
前
の
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
話
し
合
い
進
め
て
き
た

財
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
財
産
は
私
た
ち
の
先
輩
が

「
主
任
」
制
度
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
学
習
を
怠

る
こ
と
な
く
、
理
解
を
深
め
合
意
づ
く
り
を
大
切
に

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
今
の
時
代
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。 

宗
谷
で
は
、
組
合
加
入
の
有
無
を
問
わ
ず
「『
主
任

手
当
て
』
を
個
人
所
得
に
し
な
い
合
意
」
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。
主
任
手
当
の
意
図
を
押
さ
え
、
次

の
方
針
を
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
ま
し
た
。 

   
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
主
任
手
当
が

拠
出
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
も
と
を

た
ど
れ
ば
、
宗
谷
教
組
が
誕
生
す
る

以
前
か
ら
大
事
に
さ
れ
て
き
た
確

固
た
る
意
志
を
私
た
ち
の
先
輩
方

が
確
か
め
合
っ
た
と
い
う
事
実
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
宗
谷
で
は
当

た
り
前
に
使
わ
れ
て
い
る
「
力
合
わ

せ
」
と
い
う
言
葉
。
民
主
的
な
学
校

づ
く
り
が
管
内
中
の
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
…
の
他
の
地

域
に
は
な
い
言
葉
で
す
。 

「
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く

り
を
進
め
よ
う
！
」
―
―
こ
の
言
葉
が
「
絵
に
描
い

た
餅
」
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、「
主
任
」
手
当
て

に
関
す
る
合
意
づ
く
り
は
大
き
な
関
係
が
あ
る
は
ず

で
す
。「
手
当
」
に
よ
る
差
別
賃
金
と
組
織
分
断
の
推

進
と
い
う
こ
の
制
度
の
本
質
を
見
抜
き
バ
ラ
バ
ラ
攻

撃
を
打
破
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
改

め
て
、
拠
出
す
る
こ
と
の
意
義
を
確
か
め
合
い
、「
主

任
」
手
当
を
「
個
人
所
得
」
に
し
な
い
職
場
の
意
思

統
一
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

 

宗
谷
教
組
が
誕
生
す
る
ず
っ
と

前
。
主
任
手
当
の
運
動
の
特
に
「
活

用
」
に
関
わ
っ
て
、
当
時
の
宗
谷
の

教
職
員
組
合
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と

め
て
い
ま
す
。 

活
用 

真
に
父
母
・
教
職
員
が
差

し
迫
っ
て
必
要
と
す
る
教
育
活
動
。 

 
ま
た
、
こ
の
際
の
観
点
と
し
て
次

の
三
点
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二〇〇六年に教育基本法が改正されてからこれまで、「新たな職」制度や、「学校職員評価制度」

＆「査定昇給制度」など、教職員の力合わせを分断する様々な施策が制度化されました。ひとつ

ひとつの制度に対して問題点を指摘し、民主的学校づくりの視点を大切に困難を乗り越えてきま

した。 

一九七〇年代から取り組み続けている運動に「主任手当」に関する三つの取り組みがあります。

一貫した姿勢で臨んだこの取り組みが現代につないできた財産は、「力合わせ」という営みです。

私たちは、歴史を学び未来へつなげる役割があります。「主任」制度について職場の全教職員で

学び合い確かめ合うことを大切にしましょう。 

宗谷教職員組合 
 
〒０９７－０００４ 稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 

Ｔｅｌ ０１６２－２２－２４８０ ＦＡＸ ０１６２－２２－２４８４ 

ｍａｉｌ info@soya-teachers.org   ｗｅｂ：http://www. soya-teachers.org 
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こ
の
①
～
③
の
条
件
を
満
た
す
も
の
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
…
と
い
う
こ
と
が
、
何
度
も
何
度
も
語
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
組
織
と
し
て
結
論
が
出
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一
方
で
、
二
〇
一
三
年
に
は
「
第
二
次
教
育
振
興

基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
一
部
新
聞
報
道
に
よ
る

と
主
任
制
度
そ
の
も
の
の
存
続
が
岐
路
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
情
報
も
あ
り
ま
す
。
三
原
則
が
そ
れ
ぞ
れ

動
い
て
い
る
中
で
、
今
後
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が

急
が
れ
ま
す
。 

 

あ
な
た
は
、
上
記
①
～
③
の
条
件
を
満
た
す
「
活

用
」
っ
て
ど
ん
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
か
？ 

「
ど
う
せ
無
理
だ
し
」
―
―
―
そ
ん
な
こ
と
を
言

わ
ず
に
、
ぜ
ひ
ア
イ
デ
ア
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

「主
任
」の
意
図
を
入
れ
な
い 

職
場
づ
く
り
を
進
め
よ
う
！ 

①学校を基礎に

自主的・自覚的

に手当てを拠

出する体制を

確立すること 

②教職員と父母

との共同での

保管体制を確

立すること 

③教職員と父母

との共通理解

にもとづく、活

用体制を確立

すること 

 

①宗谷の子どもたち

の教育活動に直接

関わる活用 

②保護者・住民から

の理解・支持が得

られる活用 

③「主任」制度の継

続を前提にしない

活用 

ご意見をお聞かせください 
主任手当について分会会議

で学習しましょう。そして、右

にある「３つの条件」を満たす

ものって何があるのか、みんな

で話し合ってみましょう。 

議論の内容は、支部を通して

宗谷教組本部にもお伝えくだ

さいね。 

 

怪獣「バラバラン」 
競争と格差、つながりを分

断することを生きがいとす

る強そうな怪獣。 

協力・共同を進めよう

と奮闘していると突如

現れ、ガオーっとする。 

「子どもたちのため

に」「つながり・関わり

合いを大切に」と力合

わせすると、やっつけ

ることができる。 
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リレーエッセイ 

「言の葉」② 
 

 

忙しい毎日の中、１人で闘うことはとっても辛い
ことです。 

私は、組合の先生に声をかけてもらい、いつも励
ましてもらいました。 

子どもたちのこと、生活の

こと、たくさん相談できまし
た。何より元気がもらえます。

つながれば笑顔が生まれま

す。それが組合です。 

 

期限付で勤務した中学校で組合に加入し、正採用

になりました。職場の先生に勧められたのがきっか
けです。今では加入を進めてくれた方々に感謝して

います。 

教育を取り巻く環境がよりいっそう厳しくなっ
てきている昨今、「組合活動はあたたかい」と感じ

ます。たくさんの声かけや励まし、悩み事を相談で

きる雰囲気づくりなどなど。 

自分が一番「組合らしいな～」と感じる場面は、

誰の担当かわからないような仕事に積極的に関わ

っていき、力合わせができるところです。あたたか
い組合活動を通して、教職員としての生き方が見え

てきた気がします！ 

これからも子どもたちのために日々精進してい
きます。 

春の学校づくりの指標では、「授

業づくり」や「集団づくり」につ

いてふれています。指標と指針で

文字にすることで意識するのも大

切なこと。でも、もっと大切にし

なければならないことは、力量向

上について真剣に考え、教職員と

して学ぶという営みをやめてはな

らないのです。宗谷教組として、

学校の先生が学ぶということを、

みんなで考えていきたいのです。 

道内のある調査では、宗谷の先生

方が、宗谷の中で授業研などで学び

合う割合は全道でもトップクラス

なのだそうです。これは、宗谷の教

育研究が歴史的に、校内研や市町村

研を大切にしてきた…という財産

なのでしょう。一方で、学び合うた

めに意欲的に研修をする・管外に研

修に出かけるという部分では消極

的なのだとか。 

学ぶということ、目の前の子ども

たちに直接かかわる大切なことで

す。まずは、「こんな学びがあるんだ」

と知ることからはじめませんか？ 

民間教育研究団体 
「みんきょー」って省略されることが多い、民間教育研究団体です。いくつかの

案内が届いています。 

①日本生活教育連盟・全国研究集会 ８月７～９日／札幌市・定山渓温泉 

②全国作文教育研究大会 ８月１～３日／北海道大学ほか 

③自然科学教育研究全道大会 ７月２８～３０日／函館市 

 

全教の学習会 
全教養護教員部・夏の全国学習交流集会 ８月２・３日／岐阜市 

 

北海道立教育研究所 
『組合が「道研」！？』と思われるかもしれませんが…。「楽しくてわかる授業づ

くり」という視点は同じはずです。 
 
夏休みに道研で行われる研修 
「ものづくり」／「算数科」／「防災教育」／「生徒指導」／「数学」／「小学校理科」 
「協働学習を充実させるタブレットＰＣの活用」／「国語科」／「体系的な情報モラル指導」 

 
締め切りは６月上旬。それを過ぎても管理職の先生を通して相談する価値はあり

そうです。（道研のホームページより引用しました） 

 

宗谷教組も学習会をやっています。青年部学習会・６月の例会 
日々の取り組みを持ち寄り語り合いましょう。６月は「毎日の忙しさの中、どう

学ぶ？」ということも話せたらいいですね。 

６月１４日（土）１３：００～／宗谷教育会館 
 
◆宗谷教組のホームページでも随時、情報発信していきます。 

 

▼
教
育
改
革
に
関
す
る
お
ざ
な
り
の
国
会
議
論
で
は
い

て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
。
で
も
、
毎
日
が
忙
し
す

ぎ
て
、
新
聞
を
読
む
の
で
さ
え
、
な
お
ざ
り
に
な
っ
て

し
ま
う
…
。 

▼
な
ん
と
な
く
、
わ
か
る
よ
う
で
や
や
こ
し
い
文
章
を

書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
…
。「
お
ざ
な
り
」
と
「
な
お

ざ
り
」、
ど
う
違
う
ん
で
し
ょ
う
？ 

▼
「
お
ざ
な
り
」
は
「
御
座
形
」。
お
座
敷
（
宴
会
）
の
席
で
形
ば
か

り
を
取
り
繕
っ
た
こ
と
を
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
【
い
い
加
減
に
物
事

を
す
る
こ
と
】
と
い
い
意
味
に
な
っ
た
そ
う
。 

▼
「
な
お
ざ
り
」
は
漢
語
の
「
等
閑
（
と
う
か
ん
）」
が
元
に
な
っ
て

い
て
、 

『
そ
の
ま
ま
何
も
せ
ず
に
い
る
こ
と
』
を
い
う
「
直
（
な
お
）」

に
『
遠
ざ
け
る
』
と
い
う
意
味
を
持
つ
「
去
（
さ
り
）」
が
く
っ
つ
い

た
と
い
う
説
が
。 

▼
国
会
に
お
け
る
審
議
は
、
国
民
世
論
を
踏
ま
え
ず
に
、
格
差
を
拡

大
し
、
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
も
の
。
国
会
審
議

が
「
形
だ
け
」
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
私
た
ち
が
世
論
を
創
っ
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
ま
す
。 

▼
一
方
で
私
た
ち
の
毎
日
。
最
近
で
は
、
管
内
的
な
宗
谷
教
組
の
会

議
で
も
、
ま
ず
聞
こ
え
る
言
葉
が
「
忙
し
い
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

▼
組
合
活
動
は
、
お
ざ
な
り
に
も
、
な
お
ざ
り
に
も
で
き
な
い
大
切

な
営
み
で
す
。
み
ん
な
で
少
し
ず
つ
時
間
を
創
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。
い
ろ
ん
な
も
の
が
危
う
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

力
合
わ
せ
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

 

シリーズ 

 

宗谷教組は 
ホームページ・ 
フェイスブックで 
情報発信中 
 

めまぐるしく動いている政

治問題や、組合を取り巻く情

勢を、日々発信しています。

ぜひごらんください。 

 

ホームページ 

http:// 

www.soya-teachers.org 

 

Ｆａｃｅｂｏｏｋは 

「宗谷教職員組合」で検索！ 

 


